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は
じ
め
に

瀛
社
は
、
櫟
社
、
南
社
と
竝
ん
で
日
本
統
治
期
臺
灣
の
三
大
詩
社
の
一
と
さ
れ
る

が
、
そ
の
創
始
者
の
一
人
で
あ
る
謝
汝
銓
（
字
雪
漁
、
號
奎
府
樓
主
等
、
一
八
七
一
―

一
九
五
三
）
は
、そ
の
著
「
蓬
萊
角
樓
詩
話
」
に
「
鷹
取
克
明
氏
」
と
題
し
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

氏
號
岳
陽
、
京
都
人
。
漢
學
造
詣
頗
深
。
爲
督
府
文
書
課
囑
託
、
寓
臺
多
年
、

常
與
臺
灣
文
人
學
士
交
遊
、讓
山
田
男
爵
總
制
臺
疆
。
大
正
辛
酉
孟
冬
念
四
日
、

柬
邀
全
島
騷
人
、
在
東
門
鈴
閣
、
開
茶
話
會
賦
詩
。
氏
奉
命
照
料
、
旋
又
編
雅

集
諸
篇
、
題
曰
大
雅
倡
和
集
。
序
爲
氏
之
抒
藻
、
敘
事
周
密
、
措
詞
深
雅
、
頗

似
才
人
之
筆
。
大
正
丙
寅
春
、
結
廬
於
城
北
古
亭
邨
、
門
對
南
山
、
號
爲
悠
然

亭
。
蓋
取
淵
明
悠
然
見
南
山
之
句
以
爲
名
也
。
拂
雲
剪
樹
、
灌
泉
掃
石
、
嘯
傲

盤
桓
、
得
二
十
四
幽
趣
、
係
以
絕
句
、
略
見
匠
心
獨
運
。
愛
日
結
聯
云
、
昏
昏

我
與
靑
年
似
、
半
晌
花
陰
曝
背
眠
。
疏
鐘
云
、
靑
楓
野
寺
行
人
少
、
正
是
疏
鐘

度
水
時
。
斷
雁
云
、
水
宿
沙
眠
同
是
客
、
時
聞
孤
雁
不
勝
愁
。
敲
月
云
、
門
巷

夜
深
呼
不
起
、
梨
花
開
盛
月
明
多
。
思
路
頗
好
。
因
出
差
京
都
、
愆
期
不
歸
、

遂
罷
囑
託
、
寓
鴨
川
畔
。
仍
爲
立
命
大
學
講
師
、
未
幾
身
故
。
不
知
其
悠
然
亭
、

今
屬
何
人
。
又
不
知
居
其
悠
然
者
、
能
領
略
此
二
十
四
幽
趣
否
耶
。

「
蓬
萊
角
樓
詩
話
」
は
、謝
汝
銓
が
「
雪
」
と
い
う
筆
名
で
雜
誌
「
風
月
」
に
連
載

し
て
い
た
詩
話
で
、
右
の
條
は
「
風
月
」
第
三
十
九
號
（
昭
和
十
一
年
一
月
六
日
、
風

月
倶
樂
部
刊
）
に
見
え
る
。
鷹
取
岳
陽
の
臺
灣
時
代
の
功
績
と
才
を
讚
え
、岳
陽
が
營

ん
だ
悠
然
亭
と
そ
の
「
二
十
四
幽
趣
」
の
現
在
を
案
じ
る
も
の
で
、
謝
汝
銓
が
岳
陽

の
人
物
と
そ
の
詩
文
の
才
を
深
く
愛
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
た
だ
、
鷹
取
岳
陽

を
「
京
都
人
」
と
す
る
の
は
明
ら
か
な
誤
り
で
、『
臺
灣
歷
史
辭
典
』（
許
雪
姫
等
、
行

政
院
文
化
建
設
委
員
會
刊
、
二
〇
〇
四
）
の
「
鷹
取
田
一
郞
」
條
に
「
號
岳
陽
、
漢
學
書

畫
家
、
日
本
岡
山
縣
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
岡
山
縣
の
人
で
あ
る
。

鷹
取
岳
陽
は
、
名
は
田
一
郞
、
ま
た
峻
と
い
い
、
號
は
克
明
、
岳
陽①
。
岡
山
縣
和

氣
郡
香
登
村
の
人
で
あ
り
、
中
國
民
報
等
の
新
聞
社
で
活
躍
し
た
後
、
朝
鮮
や
臺
灣

に
渡
り
、特
に
臺
灣
に
は
明
治
四
十
一
（
一
九
〇
八
）
年
か
ら
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年

ま
で
滯
在
し
て
、
總
督
府
で
働
く
と
と
も
に
、
詩
人
、
書
畫
家
と
し
て
多
く
の
臺
灣

の
文
人
と
交
流
を
持
っ
た
。
そ
の
後
日
本
に
戾
っ
て
立
命
館
大
學
の
敎
授
と
な
り
、

昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
歿
す
る
。
岳
陽
の
立
命
館
大
學
敎
授
時
代
に
そ
の
敎
え
を

受
け
た
白
川
靜
先
生
は
、「
蘆
北
先
生
遺
事
」（『
橋
本
循
著
作
集
』
第
四
卷
「
楚
辭
・
雜

纂
」
所
收
、
一
般
財
團
法
人
橋
本
循
記
念
會
、
二
〇
一
九
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し

て
お
ら
れ
る
。

寒
い
季
節
に
は
、
先
生
方
に
は
酒
を
召
し
て
出
講
さ
れ
る
方
が
稀
で
は
な
か
っ

た
。『
禮
記
』
の
講
讀
を
さ
れ
る
浦
川
源
吾
先
生
や
、唐
詩
の
講
義
を
さ
れ
る
鷹

取
岳
陽
翁
な
ど
は
、
酒
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
し
、
ま
た
そ
の
と
き

の
講
義
が
至
っ
て
樂
し
く
、
そ
の
博
學
と
洒
脫
と
に
、
學
生
た
ち
も
疲
れ
を
忘

れ
る
と
い
う
風
で
あ
っ
た
。

鷹
取
岳
陽
年

補
訂
稿

萩　

原　

正　

樹
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『
立
命
館
文
學
』
の
第
二
號
に
、鷹
取
岳
陽
翁
の
追
悼
錄
が
載
せ
ら
れ
た
。
翁
は

若
く
し
て
鄕
門
に
知
ら
れ
、
二
松
學
舍
に
入
っ
て
三
島
中
洲
に
學
び
、
ま
た
語

學
を
も
修
め
、
久
し
く
臺
灣
の
總
督
府
に
あ
っ
て
史
學
編
纂
な
ど
に
從
事
し
て

い
た
人
で
あ
る
。
博
學
多
趣
味
、
殊
に
漢
詩
に
は
天
縱
の
才
を
え
た
人
で
、
中

川
先
生
に
請
わ
れ
て
、
本
學
出
版
部
よ
り
『
漢
詩
入
門
』
の
好
著
を
出
さ
れ
て

い
る
。
授
業
に
は
必
ず
醉
う
て
來
た
り
、
醉
え
ば
必
ず
詩
趣
詩
味
を
論
じ
て
休

む
こ
と
を
知
ら
ず
、高
談
雄
辯
、つ
ね
に
四
邊
を
驚
か
す
と
い
う
風
の
人
で
あ
っ

た
。
そ
の
翁
が
、
八
年
の
暮
に
腦
溢
血
の
た
め
に
急
逝
さ
れ
、
文
學
の
第
二
號

に
追
悼
錄
が
編
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

白
川
先
生
が
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
雜
誌
「
立
命
館
文
學
」
第
一
卷
第
二
號

（
立
命
館
出
版
部
、
一
九
三
四
）
に
「
岳
陽
鷹
取
敎
授
哀
悼
錄
」
が
附
載
さ
れ
、
立
命
館

の
同
僚
や
緣
の
人
々
に
よ
る
追
悼
文
、
弔
辭
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
末
尾
に

岳
陽
の
三
男
で
あ
る
鷹
取
保
三
郞
に
よ
る
「
年

」（
以
下
、「
年

」
と
略
稱
す
る
）
が

收
錄
さ
れ
て
い
る
。

鷹
取
岳
陽
に
つ
い
て
は
、
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
硏
究
が
無
く
、
先
に
引
い
た
『
臺

灣
歷
史
辭
典
』
に
そ
の
名
を
留
め
て
い
る
よ
う
に
む
し
ろ
臺
灣
に
お
い
て
硏
究
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
た
だ
管
見
の
範
圍
で
は
、「
年

」
は
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る②
。
だ
が
こ
の
「
年

」
は
、
實
子
に
よ
る
「
年

」
で
あ

る
だ
け
に
、
そ
の
記
載
は
最
も
詳
し
く
、
ま
た
一
定
の
信
賴
を
お
け
る
も
の
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
ま
ず
鷹
取
保
三
郞
稿
「
年

」
を
轉
載
し
て
硏

究
者
の
參
考
に
供
す
る
と
と
も
に
、
若
干
の
補
訂
を
行
っ
て
お
き
た
い③
。

一
、
鷹
取
保
三
郞
稿
「
年

」

以
下
に
「
立
命
館
文
學
」
第
一
卷
第
二
號
所
收
の
鷹
取
保
三
郞
稿
「
年

」
を
揭

げ
る
。
引
用
す
る
に
際
し
て
は
、
年
月
日
の
記
載
を
ア
ラ
ビ
ア
數
字
に
變
更
し
、
原

文
で
は
附
さ
れ
て
い
な
い
年
齡
を
表
示
す
る
な
ど
、
體
裁
を
若
干
改
め
た
。
ま
た
誤

記
と
思
わ
れ
る
原
文
の
表
記
は
訂
正
し
た
が
、
そ
の
部
分
に
は
注
を
加
え
て
、
原
文

の
表
記
を
示
し
て
お
い
た
。

年　
明
治
2
年
（
1
歲
）

10
月
19
日　
　

岡
山
縣
和
氣
郡
香
登
村
ニ
生
ル

明
治
15
年
（
14
歲
）

10
月　
　
　
　

岡
山
縣
赤
坂
郡
西
輕
部
村
「
赤
坂
郡
立
中
學
校
」
ニ
入
學
ス

明
治
16
年
（
15
歲
）

12
月　
　
　
　

  

赤
坂
郡
立
中
學
校
ノ
廢
止
ニ
由
リ　

岡
山
市
下
田
町
原
泉
學
舍

ニ
入
塾
シ
薇
山
、
西
毅
一
先
生
ニ
師
事
シ
漢
文
學
ヲ
受
修
ス

明
治
18
年
（
17
歲
）

5
月　
　
　
　

  

薇
山
先
生
ハ
備
前
國
和
氣
郡
閑
谷
新
田
村
舊
岡
山
藩
國
學
ヲ
再

興
シ
原
泉
學
舍
ヲ
之
ニ
合
移
シ
更
ニ
閑
谷
黌
ト
稱
シ
タ
リ
依
リ

テ
該
黌
ニ
入
學
シ
、
漢
、
英
、
數
ノ
三
科
ヲ
修
ム

明
治
19
年
（
18
歲
）

10
月　
　
　
　

閑
谷
黌
漢
文
科
全
科
ヲ
卒
業
ス

11
月　
　
　
　

  

東
京
市
麴
町
區
三
番
町
二
松
學
舍
ニ
入
塾
シ
、
中
洲
、
三
島
毅

先
生
ヲ
師
ト
シ
、
支
那
文
學
ヲ
講
究
ス
同
時
ニ
東
京
市
神
田
區

裏
神
保
町
所
在
日
本
英
學
館
（
校
長
林
包
明
敎
師
イ
ー
ス
ト
・
レ
ー

キ
）
ニ
通
學
シ
英
文
學
ヲ
修
ム

明
治
20
年
（
19
歲
）

12
月　
　
　
　

  

敕
令
六
十
七
號
（
保
安
條
例
）
ニ
依
リ
三
年
間
退
京
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

明
治
21
年
（
20
歲
）
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2
月　
　
　
　

  

岡
山
縣
岡
山
市
東
中
山
岡
山
日
報
社
ノ
招
聘
ニ
應
ジ
、
同
新
聞

ノ
編
輯
ニ
從
事
ス

明
治
23
年
（
22
歲
）

11
月　
　
　
　

岡
山
日
報
社
ヲ
退
ク

明
治
24
年
（
23
歲
）

3
月　
　
　
　

  
岡
山
市
東
中
下
ニ
於
テ
中
國
民
報
社
ノ
創
立
ニ
鞅
掌
シ
尋
テ
同

新
聞
ノ
編
輯
ニ
從
事
ス

明
治
26
年
（
25
歲
）

9
月
18
日　
　

藤
澤
照
藏
長
女
モ
ト
ヲ
娶
ル

明
治
27
年
（
26
歲
）

8
月　
　
　
　

  

大
日
本
鹽
業
協
會
ノ
囑
託
ニ
依
リ
淸
國
古
來
ノ
鹽
政
ヲ
調
査
シ

淸
國
鹽
政
要
略
一
卷
ヲ
述
作
ス

12
月　
　
　
　

  

大
日
本
水
產
會
々
員
タ
ル
コ
ト
ヲ
證
ス
ル
爲
大
勳
位
彰
仁
親
王

殿
下
ノ
裁
可
ヲ
經
テ
茲
ニ
會
員
章
を
贈
ス
（
水
產
會
）

明
治
28
年
（
27
歲
）

2
月　
　
　
　

  

揚
子
江
論
ト
題
シ
長
篇
ノ
論
文
ヲ
草
シ
三
ヶ
月
有
餘
中
國
民
報

ニ
連
載
ス

明
治
29
年
（
28
歲
）

12
月　
　
　
　

  

理
學
博
士
坪
井
正
五
郞
氏
ノ
希
望
ニ
由
リ
人
類
學
參
考
品
ト
シ

テ
所
藏
ノ
石
器
、
土
器
銅
器
、
勾
玉
菅
玉④
其
他
玉
類
數
百
點
ヲ

東
京
帝
國
大
學
ニ
寄
附
ス
右
ノ
標
品
ハ
備
前
國
磐
梨
郡
可
眞
村

近
傍
ニ
テ
發
見
ノ
モ
ノ
ニ
シ
テ
舌
鏡
、
曲
玉
、
菅
玉
、
切
子
玉
、

祝
部
土
器
等
ナ
リ

明
治
30
年
（
29
歲
）

3
月　
　
　
　

  

學
問
ノ
資
料
ト
シ
テ
別
記
ノ
品
目
ヲ
寄
贈
セ
ラ
レ
本
大
學
ハ
自

今
永
久
ニ
之
ヲ
保
存
ス
ル
ノ
光
榮
ヲ
得
タ
ル
コ
ト
ヲ
感
謝
ス

（
帝
國
大
學
總
長
文
學
博
士
外
山
正
一
）

9
月　
　
　
　

  

學
術
硏
究
ノ
資
料
ト
シ
テ
夥
多
ノ
貴
重
品
ヲ
東
京
帝
國
大
學
ニ

寄
附
シ
タ
ル
ハ
奇
特
ノ
至
リ
ナ
リ
、
依
リ
テ
木
杯
一
組
ヲ
下
賜

ス
（
岡
山
縣
知
事
）

明
治
31
年
（
30
歲
）

5
月　
　
　
　

  

岡
山
縣
和
氣
郡
香
登
村
々
長
ヲ
囑
託
サ
ル 

岡
山
縣
地
理
歷
史
調
査
委
員
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

明
治
32
年
（
31
歲
）

7
月　
　
　
　

岡
山
縣
治
水
調
査
委
員
ヲ
囑
託
ス
（
岡
山
市
參
事
會
）

9
月　
　
　
　

香
登
村
々
長
ヲ
辭
ス

10
月
5
日　
　

長
男
立
一
郞
生
ル⑤

明
治
33
年
（
32
歲
）

3
月　
　
　
　

  

御
用
濟
ニ
附
キ
岡
山
地
理
歷
史
調
査
委
員
ノ
囑
託
ヲ
解
ク
（
岡

山
縣
）

10
月　
　
　
　

神
苑
會
委
員
ヲ
囑
託
ス
（
總
裁
大
勳
位
威
仁
親
王
）

明
治
34
年
（
33
歲
）

10
月　
　
　
　

和
氣
郡
米
穀
同
業
組
合
評
議
員
ニ
當
選
ス

明
治
35
年
（
34
歲
）

7
月　
　
　
　

中
國
民
報
社
ヲ
退
ク

自
明
治
35
年
8
月　

岡
山
市
西
中
山
下
關
西
新
聞
社
ニ
入
リ
社
長
兼
主
筆
タ
リ

至
明
治
37
年
10
月

明
治
37
年
（
36
歲
）

11
月　
　
　
　

  

韓
國
京
城
南
署
鑄
洞
所
在
大
韓
日
報
社
ノ
招
聘
ニ
應
ジ
渡
韓
シ

同
新
聞
事
務
ヲ
統
轄
ス

明
治
38
年
（
37
歲
）

5
月　
　
　
　

韓
國
仁
川
各
國
居
留
地
朝
鮮
新
報
社
ニ
轉
ジ
同
新
聞
主
筆
タ
リ
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10
月　
　
　
　

朝
鮮
新
報
社
ヲ
退
ク⑥

自
明
治
39
年
12
月　

朝
鮮
黃
海
道
延
安
郡
篤
禮
洞
ニ
住
居
シ
鳳
陽
學
校
德
義
學
校
及

至
明
治
41
年
11
月　

延
安
郡
敎
育
講
習
所
ノ
敎
師
ト
シ
テ
韓
人
敎
育
ニ
從
事
ス

明
治
41
年
（
40
歲
）

12
月
9
日　
　

門
司
港
出
帆

12
月
12
日　
　

  
基
隆
港
着 

臺
中
農
會
事
務
員
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

12
月
16
日　
　

臺
中
廳
畜
牛
保
健
組
合
事
務
員
ヲ
兼
ス

明
治
42
年
（
41
歲
）

4
月
16
日　
　

次
男
良
次
生
ル⑦

5
月　
　
　
　

  

臺
中
學
術
講
習
會
講
師
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル 

臺
中
廳
總
務
課
文
書
係
長
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

7
月　
　
　
　

畜
牛
保
健
組
合
幹
事
ト
ナ
ル

12
月　
　
　
　

阿
緱
廳
庶
務
課
勤
務
ニ
轉
ズ

明
治
43
年
（
42
歲
）

3
月　
　
　
　

臺
灣
新
聞
ニ
「
怪
僧
リ
ク
シ
ヨ
」
ナ
ル
記
事
ヲ
半
月
餘
連
載
ス

9
月　
　
　
　

阿
緱
廳
畜
牛
共
濟
組
合
事
務
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

明
治
44
年
（
43
歲
）

3
月　
　
　
　

公
共

圳
聯
合
會
事
務
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

5
月
10
日　
　

三
男
保
三
郞
生
ル

9
月　
　
　
　

  

臺
北
臺
灣
總
督
府
ニ
轉
ジ
史
料
編
纂
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
囑
託
サ

ル

大
正
元
年
（
44
歲
）

8
月
31
日　
　

  

桃
山
御
陵
御
設
計
ニ
關
シ
テ
大
喪
使
諸
官
ニ
對
シ
電
報
內
申
ヲ

發
ス
（
前
後
三
回
）
電
文
一
部
拔
萃 

「
然
レ
ド
モ
上
古
ハ
橫
穴
ナ
リ
シ
コ
ト
歷
史
事
實
ニ
徵
ス
ベ
シ
、

明
治
中
興
ノ　

大
皇
帝
ヲ
殯
シ
奉
ツ
ル
ニ
上
古
ノ
典
禮
ヲ
復
興

シ
支
那
ノ
典
禮
ノ
抵
觸
ス
ル
所
無
カ
ラ
シ
ム
ル
ハ
帝
國
ノ
威
信

ヲ
中
外
ニ
宣
揚
ス
ル
所
以
ナ
ラ
ズ
ヤ
、
臣
知
ラ
ザ
レ
ハ
已
ム
、

知
ツ
テ
言
ハ
ザ
レ
バ
忠
ニ
非
ズ
罪
鼎
钁
ニ
中
ル
ト
雖
モ
敢
ヘ
テ

辭
セ
ズ
謹
ン
デ
大
喪
使
諸
官
ノ
御
反
省
ヲ
冀
フ　

臣
昧
死
以

聞
」

8
月　
　
　
　

玉
帝
賦
ヲ
奉
ル

大
正
3
年
（
46
歲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
「
臺
灣
紅
淚
史
」
ヲ
公
ニ
ス⑧

12
月
1
日　
　

女
時
子
生
ル

大
正
4
年
（
47
歲
）

2
月　
　
　
　

臺
灣
蕃
匪
討
伐
ニ
關
ス
ル
文
書
ノ
勤
勞
ニ
就
キ
賞
與⑨
ヲ
受
ク

8
月　
　
　
　
「
蕎
麥
史
論
」
六
卷
脫
稿
ス
、
寫
本
ト
シ
テ
存
ス

大
正
5
年
（
48
歲
）

2
月　
　
　
　

臺
灣
孝
節
錄
ヲ
編
纂
發
行
ス⑩

3
月　
　
　
　

紳
章
佩
用
者
經
歷
書
ヲ
編
纂
ス

4
月　
　
　
　

臺
灣
列
紳
傳
ヲ
編
纂
發
行
ス

大
正
6
年
（
49
歲
）

12
月　
　
　
　

博
物
館
勤
務
ト
ナ
ル

大
正
7
年
（
50
歲
）

6
月　
　
　
　

ペ
ス
ト
防
遏
誌
編
纂
事
務
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

大
正
8
年
（
51
歲
）

7
月　
　
　
　

林
文
察
傳
ヲ
公
刊
ス

大
正
11
年
（
54
歲
）

4
月　
　
　
　

臺
灣
高
等
商
業
學
校
講
師
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

4
月　
　
　
　
「
同
姓
結
婚
ニ
關
ス
ル
解
惑
」
ヲ
著
ス⑪
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6
月　
　
　
　

右
圖
書
ヲ
京
都
帝
國
大
學
及
貴
族
院
圖
書
館
ニ
寄
贈
ス

大
正
12
年
（
55
歲
）

1
月　
　
　
　

  

攝
政
宮
殿
下
ノ
御
召
列
車
ニ
陪
乘
ヲ
許
サ
レ
「
行
啓
記
」
ヲ
編

纂
ス

3
月　
　
　
　

臺
灣
總
督
府
史
料
編
纂
委
員
會
委
員
ヲ
命
ゼ
ラ
ル

大
正
14
年
（
57
歲
）

1
月　
　
　
　

文
書
起
草
ニ
關
ス
ル
事
務
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

大
正
15
年
（
58
歲
）

12
月　
　
　
　

岳
陽
百
疊
韻
詩
ヲ
公
ニ
ス

昭
和
3
年
（
60
歲
）

3
月　
　
　
　

總
督
府
ヲ
辭
ス

4
月　
　
　
　
「
政
權
ノ
地
方
分
配
論
」
ヲ
公
ニ
ス

4
月　
　
　
　

  「
東
海
飛
行
詞
」
ヲ
公
ニ
ス
。「
海
間
十
郞
右
衞
門
」
ヲ
中
國
民

報
ニ
三
十
回
連
載
ス⑫

9
月　
　
　
　

立
命
館
大
學
專
門
部
文
科
ノ
講
師
ヲ
囑
託
セ
ラ
ル

昭
和
4
年
（
61
歲
）

5
月　
　
　
　

著
書
「
漢
詩
入
門
」
ノ
初
版
ヲ
立
命
館
大
學
出
版
部
ヨ
リ
出
ス

11
月
12
日　
　

立
命
館
學
叢
ニ
「
漢
字
典
改
修
私
議
」
ヲ
公
ニ
ス

昭
和
5
年
（
62
歲
）

3
月　
　
　
　
「
大
瀧
山
輪
藏
廻
轉
記
」
ヲ
書
ク

4
月　
　
　
　

立
命
館
大
學
敎
授
ト
ナ
ル

昭
和
6
年
（
63
歲
）

9
月　
　
　
　

立
命
館
學
叢
ニ
漢
文
「
淸
水
宗
治
論
」
ヲ
公
ニ
ス

昭
和
7
年
（
64
歲
）

8
月　
　
　
　

田
健
次
郞
男
爵
ノ
傳
記
ノ
編
纂
ニ
從
フ

昭
和
8
年
（
65
歲
）

10
月　
　
　
　

立
命
館
學
叢
ニ
「
北
隣
の
日
本
廬
山
」
ヲ
公
ニ
ス

11
月
1
日　
　

發
病

11
月
25
日　
　

午
前
三
時
十
五
分
腦
出
血
病
ニ
テ
下
鴨
ノ
自
宅
ニ
テ
死
亡

二
、「
年

」
補
訂

右
の
如
く
、
鷹
取
保
三
郞
稿
の
「
年

」
は
非
常
に
詳
細
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
お

そ
ら
く
は
鷹
取
岳
陽
自
身
が
書
い
た
履
歷
書
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。

中
央
硏
究
院
臺
灣
史
硏
究
所
が
設
置
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
臺
灣
史

案
資

源
系
統
」（h

ttp://tais.ith
.sin

ica.edu
.tw

）
に
お
い
て
、現
在
「
臺
灣
總
督
府
公
文
類

纂
」
が
閱
覽
で
き
る
が
、
そ
の
中
に
鷹
取
岳
陽
に
關
す
る
資
料
を
い
く
つ
か
見
出
す

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
う
ち
、「
明
治
四
十
四
年
永
久
保
存
進
退
（
判
）
第
九
卷
甲

〔
1
〕」
と
「
大
正
十
四
年
永
久
保
存
進
退
（
判
）
第
一
卷
之
一
〔
1
〕」
と
に
岳
陽
の

履
歷
書
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
履
歷
書
が
、
岳
陽
自
筆
の
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
四
十
四
年
の
履
歷
書
に
は
氏
名
欄
の
「
鷹
取
田
一

郞
」
の
下
部
に
「
鷹
取
」
と
い
う
認
印
が
捺
印
さ
れ
て
お
り
、
岳
陽
自
身
が
履
歷
書

の
內
容
を
保
證
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
履
歷
書
の
う
ち
、
た
と
え
ば
大
正
十
四
年
の
履
歷
書
の
「
明
治
二
十
四
年
三

月
」
の
項
に
は
、

岡
山
市
東
中
下
ニ
於
テ
中
國
民
報
社
ノ
創
立
ニ
鞅
掌
シ
尋
テ
仝
新
聞
ノ
編
輯
ニ

從
事
ス

と
見
え
、こ
れ
は
「
年

」
の
同
年
同
月
の
項
と
全
く
同
文
で
あ
る
。
ま
た
大
正
十
四

年
履
歷
書
の
「
明
治
四
十
一
年
十
二
月
」
に
は
、

四
十
一
年
十
二
月
九
日　
　

門
司
港
出
帆

仝
年
仝
月
十
二
日　
　
　
　

基
隆
港
到
着
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と
あ
り
、
こ
れ
も
「
年

」
と
ほ
ぼ
同
樣
で
あ
る
。
こ
れ
は
臺
灣
へ
の
最
初
の
入
境

年
月
日
と
入
境
地
を
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
履
歷
書
で
は
見
な
い
よ
う
な
記

述
で
あ
る
が
、
臺
灣
で
の
仕
歷
を
示
す
總
督
府
の
履
歷
書
で
は
記
入
の
必
要
な
情
報

だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
記
述
の
類
似
點
か
ら
、
鷹
取
保
三
郞
は
、
岳
陽
の
總
督
府
に
提
出
し

た
履
歷
書
か
、
あ
る
い
は
岳
陽
の
手
控
え
を
參
照
し
て
「
年

」
を
編
集
し
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
特
に
臺
灣
で
の
仕
歷
に
つ
い
て
は
詳
細
か
つ
ほ
ぼ
正
確
で
あ

り⑬
、
鷹
取
保
三
郞
稿
「
年

」
は
、
今
後
鷹
取
岳
陽
の
傳
記
を
考
え
る
上
で
、
ま
ず

第
一
に
據
る
べ
き
基
本
的
な
資
料
と
す
べ
き
で
あ
る
。

だ
が
別
の
資
料
や
關
連
の
諸
硏
究
に
よ
っ
て
、「
年

」
の
遺
を
補
っ
た
り
訂
正
を

行
う
こ
と
も
當
然
の
こ
と
な
が
ら
重
要
な
こ
と
で
あ
り
、
今
後
さ
ら
に
硏
究
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
る
が
、
こ
こ
で
は
若
干
の
項
目
に
つ
い
て
補
訂
と
疑
義
を
示
し

て
お
き
た
い
。

少
靑
年
期
の
岳
陽
に
つ
い
て
は
、
吉
崎
志
保
子
氏
の
論
文
「
鷹
取
田
一
郞
と
閑
谷

三
奇
士
―
閑
谷
黌
初
年
度
の
入
學
生
―
」
に
非
常
に
詳
し
い
硏
究
が
あ
る
。
吉
崎
氏

は
、
閑
谷
黌
の
生
徒
名
簿
等
を
丹
念
に
調
査
さ
れ
、
原
泉
學
舍
か
ら
閑
谷
黌
に
移
行

し
た
生
徒
は
九
名
で
あ
り
、
岳
陽
が
閑
谷
黌
に
入
學
し
た
の
は
明
治
十
七
年
八
月
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
、
ま
た
明
治
二
十
五
年
ま
で
の
卒
業
生
二
十
三
人
の
中

に
岳
陽
の
名
が
無
い
こ
と
か
ら
、
中
途
退
學
で
あ
っ
た
と
判
斷
し
、「「
年

」
は
閑

谷
黌
入
學
を
一
八
年
五
月
と
し
、
一
九
年
一
〇
月
に
卒
業
と
し
て
い
る
が
、
入
學
年

月
は
間
違
い
で
あ
り
、
卒
業
は
し
て
い
な
い
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
岳
陽
の

成
績
に
つ
い
て
も
觸
れ
ら
れ
、「
鷹
取
は
漢
學
第
六
級
生
四
七
人
中
三
〇
番
、
進
級
點

一
四
七
點
、
皆
勤
點
三
點
で
あ
る
。
數
學
科
に
は
名
前
が
無
い
。
あ
ま
り
眞
面
目
に

授
業
に
出
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、『
臺
灣
歷
史
辭
典
』「
鷹
取
田
一
郞
」
條
が
、「
一
八
七
六
年
十
月
岡
山
縣
閑

谷
黌
漢
文
科
畢
業
、
十
一
月
入
東
京
二
松
學
舍
漢
文
學
科
、
日
本
英
學
館
英
文
學
科

就
讀
」
と
す
る
の
は
明
ら
か
な
誤
り
で
、
二
松
學
舍
及
び
日
本
英
學
館
に
入
っ
た
の

は
明
治
十
九
（
一
八
八
六
）
年
で
あ
る
。

「
年

」
の
「
明
治
二
十
年
十
二
月
」
條
に
「
敕
令
六
十
七
號
（
保
安
條
例
）
ニ
依

リ
三
年
間
退
京
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
」
と
あ
る
。
保
安
條
例
と
は
、
明
治
二
十
年
十
二
月

二
十
五
日
に
制
定
施
行
さ
れ
た
敕
令
第
六
十
七
號
で
、
當
時
の
自
由
民
權
運
動
家
に

よ
る
「
三
大
事
件
建
白
運
動
」（
外
交
失
策
の
挽
回
、
地
租
輕
減
、
言
論
・
集
會
の
自
由
）

を
彈
壓
す
る
目
的
で
制
定
さ
れ
た
治
安
立
法
で
あ
る
。
そ
の
第
四
條
に
「
皇
居
又
ハ

行
在
所
ヲ
距
ル
三
里
以
內
ノ
地
ニ
住
居
又
ハ
寄
宿
ス
ル
者
ニ
シ
テ
內
亂
ヲ
陰
謀
シ
又

ハ
敎
唆
シ
又
ハ
治
安
ヲ
妨
害
ス
ル
ノ
虞
ア
リ
ト
認
ム
ル
ト
キ
ハ
警
視
總
監
又
ハ
地
方

長
官
ハ
內
務
大
臣
ノ
認
可
ヲ
經
期
日
又
ハ
時
間
ヲ
限
リ
退
去
ヲ
命
シ
三
年
以
內
同
一

ノ
距
離
內
ニ
出
入
寄
宿
又
ハ
住
居
ヲ
禁
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
」
と
あ
り
、
こ
の
條
例
を
適

用
さ
れ
た
者
は
、
三
年
以
內
の
間
、
皇
居
よ
り
三
里
外
に
退
居
を
命
じ
ら
れ
た
。

鷹
取
岳
陽
が
、
靑
年
期
に
自
由
民
權
運
動
に
身
を
投
じ
て
、
保
安
條
例
に
よ
り
退

居
を
命
じ
ら
れ
た
經
驗
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
甚
だ
興
味
深
い
事
實
で
あ
る
が⑭
、「
年

」
に
「
三
年
間
退
京
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
」
と
す
る
點
に
つ
い
て
は
修
正
を
要
す
る
。
寺

崎
修
氏
の
論
文
「
保
安
條
例
の
施
行
狀
況
に
つ
い
て
」（
手
塚
豐
編
『
近
代
日
本
史
の
新

硏
究
Ⅸ
』
所
收
、
北
樹
出
版
、
一
九
九
一
）
に
「
保
安
條
例
退
去
者
名
簿
」
が
附
載
さ
れ

て
お
り⑮
、
そ
の
名
簿
に
據
れ
ば
、「
滿
壹
ケ
年
半
」
の
退
去
者
名
簿
に
「
鷹
取
田
一

郞
」
の
名
前
が
見
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
同
名
簿
に
據
れ
ば
、
最
も
重
い
處
分
で

あ
る
「
滿
三
ケ
年
」
の
退
居
を
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
中
島
信
行
、
尾
崎
行
雄
、
星
亨

ら
八
名
の
み
で
あ
る
。
そ
の
他
、「
滿
二
ケ
年
半
」
は
後
に
衆
院
議
長
と
な
る
片
岡
健

吉
ら
六
十
二
名
、「
滿
二
ケ
年
」
は
中
江
篤
介
（
兆
民
）、
田
中
正
造
ら
四
十
名
、
岳
陽

と
同
じ
「
滿
壹
ケ
年
半
」
の
退
去
者
は
、
樽
井
藤
吉
ら
五
十
六
名
、「
滿
壹
ケ
年
」
が

最
も
多
く
二
八
五
名
で
、
合
計
四
五
一
名
で
あ
っ
た
。
出
身
地
別
で
は
高
知
縣
人
が
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三
四
三
名
と
、
全
體
の
四
分
の
三
以
上
を
占
め
て
い
る
が⑯
、
岡
山
縣
人
は
鷹
取
田
一

郞
一
名
の
み
で
あ
る
。

三
年
間
の
退
居
命
令
で
は
な
い
と
は
い
え
、「
滿
壹
ケ
年
半
」
以
上
と
い
う
、
全
體

の
半
數
以
下
を
對
象
と
す
る
處
分
を
岳
陽
は
受
け
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
比
較
的
重

い
處
分
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鷹
取
岳
陽
と
自
由
民
權
運
動

と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
も
、
吉
崎
志
保
子
氏
「
鷹
取
田
一
郞
と
閑
谷
三
奇
士
―
閑
谷

黌
初
年
度
の
入
學
生
―
」
に
詳
し
い
。

吉
崎
氏
は
、
岳
陽
が
入
學
し
た
日
本
英
學
館
の
校
長
林
包
明
が
土
佐
人
で
あ
り
、

自
由
民
權
運
動
の
鬪
士
で
あ
っ
た⑰
こ
と
に
注
目
さ
れ
、「
林
包
明
ら
三
百
餘
人
の
壯
士

が
（
明
治
二
十
年
）
八
月
一
日
、
辭
職
し
た
谷
干
城
を
支
持
し
て
示
威
運
動
を
起
こ
し

た
。
場
所
は
靖
國
神
社
で
あ
る
。
林
は
日
本
英
學
館
の
校
長
で
あ
る
。
生
徒
で
あ
っ

た
鷹
取
が
こ
の
運
動
に
參
加
し
た
確
率
は
極
め
て
高
い
」
と
記
し
、
ま
た
岳
陽
が
當

時
書
い
た
と
思
わ
れ
る
「
建
白
書
」
を
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
建
白
書
」
は
吉

崎
氏
が
發
見
さ
れ
た
も
の
で
、岡
山
縣
總
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
所
藏
さ
れ
て
い
る『
岳

陽
百
疊
韻
詩
』
に
合
本
と
し
て
綴
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。「
建
白
書
」
は
「
立
法
行

政
司
法
の
三
大
權
を
區
分
し
、
言
論
集
會
の
自
由
を
與
え
、
出
版
結
社
の
束
縛
を
解

き
國
民
參
政
の
權
利
を
明
ら
か
に
せ
よ
」
と
說
い
た
も
の
で
、
吉
崎
氏
は
「
い
か
に

も
靑
年
ら
し
い
觀
念
的
な
も
の
で
、
高
知
縣
人
民
の
建
白
書
な
ど
か
ら
見
れ
ば
、
內

容
的
に
は
稚
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
熱
氣
は
汪
溢
し
て
い
る
」
と
評
し
て

お
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
岳
陽
の
運
動
や
主
張
が
問
題
視
さ
れ
、
比
較
的
重
い
「
滿
壹

ケ
年
半
」
の
退
居
と
い
う
處
分
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
退
去
處
分
を
き
っ

か
け
と
し
て
岳
陽
は
岡
山
に
戾
り⑱
、
新
聞
人
と
し
て
活
躍
を
始
め
る
の
で
あ
り
、
岳

陽
の
生
涯
に
と
っ
て
こ
の
處
分
は
、
大
き
な
轉
折
點
で
あ
っ
た
。

岡
山
に
戾
っ
た
後⑲
、
岳
陽
は
「
年

」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ま
ず
「
岡

山
日
報
」
の
、
そ
の
後
は
「
中
國
民
報
」
の
編
輯
に
從
事
す
る⑳
。

「
岡
山
日
報
」
は
自
由
黨
の
機
關
誌
で
あ
り
、後
に
「
中
國
民
報
」
を
創
刊
す
る
坂

本
金
彌
が
資
金
を
提
供
し
、
社
長
は
山
崎
彌
平
、
主
筆
に
は
植
木
枝
盛
を
招
い
て
い

た
。
ま
た
「
中
國
民
報
」
は
、
自
由
黨
の
分
裂
に
よ
り
「
岡
山
日
報
」
を
離
れ
た
坂

本
金
彌
が
創
刊
し
た
中
國
進
歩
黨
の
機
關
誌
で
あ
っ
た
。

こ
の
兩
新
聞
社
へ
の
就
任
に
つ
い
て
、「
年

」
は
そ
れ
ぞ
れ
明
治
二
十
一
年
二
月

と
明
治
二
十
四
年
三
月
と
し
て
い
る㉑
が
、『
山
陽
新
聞
百
二
十
年
史㉒
』（
山
陽
新
聞

百
二
十
年
史
編
集
委
員
會
編
、
山
陽
新
聞
社
、
一
九
九
九
）
の
「
年
表
」
に
、

（
明
治
二
十
二
年
二
月
六
日
）　

自
由
黨
機
關
誌
と
し
て
「
岡
山
日
報
」
創
刊
。
社

長
に
山
崎
彌
平
、
主
筆
に
植
木
枝
盛
を
招
く
。
一
枚
八
厘
、
月
十
八
錢
。

（
明
治
二
十
五
年
七
月
三
十
日
）　

坂
本
金
彌
、「
中
國
民
報
」
第
一
號
を
岡
山
市
東

中
山
下
百
五
十
四
番
邸
か
ら
發
行
。
七
月
二
十
六
日
の
發
行
豫
定
が
水
害
の
た

め
に
遲
れ
た
。（
中
略
）
發
行
編
集
人
鷹
取
田
一
郞
、印
刷
人
山
本
猪
三
郞
。（
後

略
）

と
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
年

」
の
記
載
と
一
年
ず
れ
て
い
る
。「
年

」
の
記
載
は
、

あ
る
い
は
岳
陽
の
記
憶
違
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
創
刊
前
の
準
備
段
階
で
關
與
し
た

年
月
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
關
西
新
聞
社
の
「
社
長
兼
主
筆
」
で
あ
っ
た
期
間
に
つ
い
て
も
、「
年

」
は

明
治
三
十
五
年
八
月
か
ら
明
治
三
十
七
年
十
月
ま
で
と
し
て
い
る
が
、『
山
陽
新
聞

百
二
十
年
史
』「
年
表
」
に
は
「（
明
治
三
十
二
年
四
月
三
日
）
鷹
取
田
一
郞
、「
岡
山
日

報
」
を
引
き
繼
ぎ
「
關
西
新
聞
」
を
發
行
。
金
主
大
橋
平
右
衞
門
、社
主
小
林
樟
雄
、

主
筆
に
小
室
重
弘
（
屈
山
）
を
招
い
た
」
と
あ
る
。「
關
西
新
聞
」
に
つ
い
て
は
資
料

が
乏
し
い
が
、
今
後
岳
陽
の
新
聞
人
と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
詳
細
に
調
べ
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

香
登
村
の
村
長
を
つ
と
め
た
期
間
に
つ
い
て
、「
年

」
は
明
治
三
十
一
年
五
月
か

ら
三
十
二
年
九
月
ま
で
と
記
載
し
て
い
る
。
こ
の
村
長
就
任
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
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ど
う
い
う
わ
け
か
總
督
府
の
二
種
の
履
歷
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
吉
崎
氏

は
、『
郡
治
史
』
に
よ
っ
て
「
明
治
三
一
年
五
月
か
ら
八
月
ま
で
と
、
三
三
年
三
月
か

ら
三
五
年
一
二
月
ま
で
香
登
村
村
長
を
務
め
て
い
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
、「
年

」

の
記
載
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
今
後
他
の
資
料
も
用
い
て
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

「
年

」
の
昭
和
三
年
四
月
に
「「
東
海
飛
行
詞
」
ヲ
公
ニ
ス
」
と
あ
る
。「
東
海
飛

行
詞
」
は
、
岳
陽
が
昭
和
三
年
二
月
二
十
七
日
に
、
東
京
か
ら
近
畿
地
方
ま
で
飛
行

機
で
旅
を
し
た
感
慨
を
「
東
海
飛
行
詞
十
六
首
」
と
「
續
東
海
飛
行
詞
二
十
首
」
に

詠
じ
た
も
の
で
、
岳
陽
の
自
序
に
、

匠
人
近
製
飛
行
機
、
專
行
於
世
。
余
試
乘
之
、
曉
發
東
都
、
凌
駕
富
嶽
。
飛
渡

滄
溟
、
下
瞰
駿
遠
參
尾
諸
州
、
奮
翩
一
番
、
更
過
伊
勢
伊
賀
及
大
和
重
嶺
攢
峰
、

然

翼
、
直
下
帝
畿
。
行
程
三
百
餘
里
、
移

僅
三
時
閒
半
。
寔
維
昭
和
三

年
二
月
念
七
日
也
。

と
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
三
年
當
時
の
空
港
施
設
の
狀
況
か
ら
考
え
る
と
、
東
京
は

立
川
陸
軍
飛
行
場
か
ら
離
陸
し
、
當
時
大
阪
の
大
正
區
に
あ
っ
た
木
津
川
飛
行
場
に

着
陸
し
た
の
で
あ
ろ
う
か㉓
。

た
だ
「
東
海
飛
行
詞
」
が
書
物
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
岳
陽
の
自
序
に
「
昭

和
三
年
歲
次
戊
辰
冬
十
一
月
穀
旦
」
と
あ
る
の
で
、
昭
和
三
年
十
一
月
以
降
の
こ
と

で
あ
り
、「
年

」
の
「
昭
和
三
年
四
月
」
と
合
わ
な
い
。
し
か
し
岳
陽
の
「
東
海
飛

行
詞
」
は
、早
い
段
階
で
知
友
に
配
布
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、た
と
え
ば
、一
九
二
八

年
三
月
十
四
日
刊
の
「
臺
灣
日
日
新
報
」
第
四
版
の
「
詩
壇
」
欄
に
、
倪
希
昶
（
字

炳
煌
、
一
八
七
五
―
一
九
五
一
）
の
次
の
詩
が
揭
載
さ
れ
て
い
る㉔
。

岳
陽
詞
長
、
駕
飛
機
由
東
京
抵
大
阪
、
臨
發
有
詩
見
寄
、
敬
次
瑤
韻
奉
呈

倪
希
昶

一

航
空
巧
術
幾
經
年
、
小
試
雄
飛
二
月
天
。

眞
箇
靑
雲
今
有
路
、
飄
飄
直
到
碧
霞
邊
。

二
翱
翔
空
際
樂
堯
年
、
處
士
星
明
映
碧
天
。

欲
入
廣
寒
探
月
窟
、
支
機
石
取
斗
牛
邊
。

三
不
甘
蠖
屈
守
年
年
、
健
翮
鵬
搴
直
撲
天
。

俯
瞰
齊
州
煙
九
點
、
江
山
蒼
莽
渺
無
邊
。

四
氣
槪
如
斯
壓
少
年
、
雄
圖
夙
抱
欲
擎
天
。

新
詩
讀
罷
心
敎
壯
、
呼
快
歡
聲
到
耳
邊
。

こ
の
四
首
は
、
い
ず
れ
も
岳
陽
「
東
海
飛
行
詞
」
第
一
首
の
、

流
寓
人
間
六
十
年
、
飄

笙
鶴
未
昇
天
。

今
朝
濯
足
東
瀛
水
、
笑
指
丹
霞
到
日
邊
。

に
次
韻
し
た
作
品
で
あ
る
。
三
月
十
四
日
刊
の
「
臺
灣
日
日
新
報
」
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
岳
陽
の
飛
行
後
、「
東
海
飛
行
詞
」
作
成
の
直
後
に
送
ら
れ

た
詩
に
次
韻
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
日
本
統
治
期
の
敎
育
者
と
し
て
知
ら
れ
る
劉

克
明㉕
（
號
篁
村
、
一
八
八
四
―
一
九
六
七
）
に
も
、「
和
岳
陽
山
人
飛
機
上
作
韻
」
と
題

す
る
詩
が
あ
る
。

和
岳
陽
山
人
飛
機
上
作
韻 

劉
克
明

勃
勃
雄
心
勝
壯
年
、
雲
槎
直
上
欲
摩
天
。

大
羅
此
日
迎
珍
客
、
高
坐
玉
皇
香
案
邊
。

こ
の
詩
は
一
九
二
八
年
四
月
一
日
刊
の
「
臺
灣
敎
育
」
第
三
〇
八
號
「
文
苑
」
欄

に
揭
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
倪
希
昶
と
同
樣
に
、
や
は
り
三
月
以
前
に
「
東
海
飛
行

詞
」
を
見
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

「
年

」
の
「
東
海
飛
行
詞
」
を
「
公
ニ
ス
」
と
い
う
記
述
が
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル
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で
の
公
開
な
の
か
、
現
時
點
で
は
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
新
聞
か
雜
誌

等
に
發
表
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て
は
引
き
續
き
調
査
を
續

け
て
い
き
た
い
。

鷹
取
岳
陽
が
臺
灣
總
督
府
で
の
勤
務
を
辭
め
た
の
は
、「
年

」
に
記
載
さ
れ
て
い

る
通
り
、昭
和
三
年
三
月
で
あ
る
。「
臺
灣
史

案
資
源
系
統
」
の
「
昭
和
三
年
一
月

至
三
月
判
任
官
進
退
原
議
〔
3
〕」
に
は
、岳
陽
自
筆
と
思
わ
れ
る
「
辭
職
願
」
が
收

め
ら
れ
て
お
り
、「
昭
和
三
年
三
月
二
日
」
の
日
附
け
で
「
臺
灣
總
督
上
山
滿
之
進
」

宛
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

た
だ
辭
職
し
て
す
ぐ
に
日
本
に
歸
っ
た
の
で
は
な
く
、
し
ば
ら
く
は
臺
灣
に
滯
在

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
岳
陽
の
「
留
別
」
詩
が
、
昭
和
三
年
八
月

十
五
日
刊
の
「
臺
灣
時
報
」
第
一
〇
五
期
「
文
苑
」
欄
に
揭
載
さ
れ
て
お
り
、
六
か

ら
七
月
頃
に
作
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。「
留
別
」詩
は
次
の
よ
う
な
詩

で
あ
る
。留

別 

鷹
取
岳
陽

回
首
廿
年
何
所
爲
、
倚
樓
空
唱
竝
州
詩
。

翠
深
門
外
相
思
樹
、
莫
向
河
梁
綰
柳
枝
。

第
三
句
に
「
翠
深
門
外
」
と
あ
り
、
晩
春
か
ら
初
夏
の
光
景
を
詠
じ
た
も
の
と
解

せ
る
だ
ろ
う
。
同
じ
「
文
苑
」
欄
に
は
、小
松
天
籟
の
「
送
岳
陽
仙
史
應
徴
之
西
京
」

詩㉖
と
、
猪
口
鳳
庵
、
尾
崎
古
邨
、
王
雲
滄
（
又
名
少
濤
）、
李
學
樵
、
高
肇
藩
、
伊
藤

古
溪
に
よ
る
「
送
岳
陽
仙
史
之
西
京
」
詩
が
揭
載
さ
れ
て
い
る
、
こ
の
う
ち
王
雲
滄

（
一
八
八
三
―
一
九
四
八
）
の
詩
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

送
岳
陽
仙
史
之
西
京 

王
雲
滄

浮
海
南
遊
二
十
春
、
老
來
歸
國
感
懷
新
。

洛
陽
山
下
秋
風
宅
、
應
有
黃
花
笑
殺
人
。

そ
の
他
、「
臺
灣
日
日
新
報
」
や
「
臺
灣
敎
育
」
誌
に
、
送
別
詩
や
岳
陽
の
「
留

別
」
詩
に
次
韻
し
た
作
品
も
多
く
揭
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
一
首
の
み
、
林
佛

國
（
一
八
八
五
―
一
九
六
九
）
の
次
韻
詩
（「
臺
灣
日
日
新
報
」
一
九
二
八
年
八
月
十
日
第
四

版
、「
詩
壇
」
欄
）
を
擧
げ
て
お
く
。

送
鷹
取
岳
陽
先
生
之
京
都
應
立
命
館
大
學
漢
學
講
師
之
聘 

林
佛
國

上
有
明
良
下
有
爲
、
昇
平
潤
色
百
篇
詩
。

南
瀛
文
獻
還
東
洛
、
大
筆
淋
漓
振
一
枝
。

こ
う
し
た
作
品
か
ら
、
鷹
取
岳
陽
が
臺
灣
の
詩
人
た
ち
か
ら
も
敬
愛
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
窺
え
る
。

立
命
館
赴
任
後
の
岳
陽
に
つ
い
て
は
、「
立
命
館
文
學
」「
岳
陽
鷹
取
敎
授
哀
悼
錄
」

揭
載
の
追
悼
文
や
、
先
に
引
い
た
白
川
先
生
「
蘆
北
先
生
遺
事
」
等
か
ら
そ
の
逸
事

を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

た
だ
、「
年

」
の
昭
和
四
年
五
月
に
「
著
書
「
漢
詩
入
門
」
ノ
初
版
ヲ
立
命
館
大

學
出
版
部
ヨ
リ
出
ス
」
と
あ
る
の
は
、お
そ
ら
く
誤
り
で
あ
ろ
う
。『
漢
詩
入
門
』
の

奧
附
に
は
、「
昭
和
六
年
二
月
一
日
印
刷
」「
昭
和
六
年
二
月
五
日
發
行
」
と
あ
り
、

昭
和
六
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
立
命
館
學
叢
ニ
「
漢
字
典
改
修
私
議
」
ヲ

公
ニ
ス
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
が
な
ぜ
十
一
月
十
二
日
と
さ
れ
て
い
る
の
か
不
明
で
あ

る
。「
漢
字
典
改
修
私
議
」
は
「
立
命
館
學
叢
」
第
一
卷
第
三
號
（
昭
和
四
年
十
一
月

一
日
發
行
）
と
第
四
號
（
昭
和
四
年
十
二
月
一
日
發
行
）
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
、
漢
字

典
の
舊
來
の
「
扁
旁
類
從
と
畫
數
計
畫
の
方
法
を
撤
廢
し
、新
に
圖
畫
的
觀
察
を
用
」

い
て
排
列
し
よ
う
と
主
張
し
、「
主
點
式
」
を
第
一
と
す
る
四
十
五
の
分
類
形
式
を
提

唱
し
て
い
る㉗
。「
立
命
館
學
叢
」の
發
行
日
は
昭
和
四
年
十
一
月
一
日
と
十
二
月
一
日

で
あ
り
、ま
た
第
四
號
揭
載
分
の
末
尾
に
「
昭
和
四
年
八
月
三
日
脫
稿
」
と
あ
っ
て
、

い
ず
れ
も
十
一
月
十
二
日
と
は
一
致
し
な
い
。
あ
る
い
は
十
一
月
十
二
日
は
、
第
一

卷
第
三
號
の
實
際
の
刊
行
日
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

鷹
取
岳
陽
が
死
去
し
た
の
は
、「
年

」
に
あ
る
よ
う
に
昭
和
八
年
の
十
一
月
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二
十
五
日
午
前
三
時
十
五
分
で
あ
る
。『
臺
灣
歷
史
辭
典
』「
鷹
取
田
一
郞
」
條
は
、

そ
の
死
去
の
日
を
十
一
月
二
十
六
日
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
は
二
十
六

日
の
未
明
と
解
釋
し
た
が
た
め
の
誤
り
で
あ
る
。
橋
本
循
先
生
の「
噫
岳
陽
翁
」（「
岳

陽
鷹
取
敎
授
哀
悼
錄
」
所
收
、
ま
た
『
橋
本
循
著
作
集
』
第
四
卷
「
楚
辭
・
雜
纂
」
所
收
）
に

「
翁
の
回
復
を
信
じ
て
い
た
私
が
、明
日
の
日
曜
に
は
ま
た
見
舞
い
に
行
こ
う
と
思
っ

て
い
た
土
曜
日
（
十
一
月
廿
五
日
）
の
朝
翁
が
道
山
に
歸
ら
れ
た
飛
電
に
接
し
た
時
の

驚
愕
は
何
に
譬
え
よ
う
も
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
早
速
驅
け
附
け
た
の
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
時
は
翁
が
他
界
せ
ら
れ
て
八
九
時
閒
の
後
で
あ
っ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
二
十
五
日
の
未
明
に
亡
く
な
り
、
そ
の
日
の
朝
に
訃
報
が
發
せ
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

以
上
、「
年

」
の
記
載
に
基
づ
い
て
、
知
り
得
た
こ
と
や
疑
問
に
思
わ
れ
る
點
を

雜
然
と
竝
べ
て
き
た
。
鷹
取
岳
陽
は
、
日
本
よ
り
も
む
し
ろ
臺
灣
に
お
い
て
知
名
度

が
高
く
、
日
臺
の
文
學
交
流
を
考
え
る
上
で
は
缺
か
せ
な
い
人
物
で
あ
る
。
だ
が
そ

の
傳
記
に
つ
い
て
は
な
お
不
明
な
點
も
多
く
、
今
後
岳
陽
の
生
涯
と
そ
の
文
學
、
ま

た
海
外
詩
人
と
の
交
流
の
樣
子
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な

い
。

注①　
『
全
臺
詩
』
の
「
鷹
取
峻
」
提
要
（
楊
永
智
撰
）
に
「
名
田
一
郞
、
號
克
明
、
岳
陽
」

と
す
る
の
に
從
う
。

②　

吉
崎
志
保
子
氏
の
「
鷹
取
田
一
郞
と
閑
谷
三
奇
士
―
閑
谷
黌
初
年
度
の
入
學
生
―
」

（「
閑
谷
學
校
硏
究
」
第
二
號
所
收
、
一
九
九
八
）
は
、「
年

」
及
び
「
岳
陽
鷹
取
敎

授
哀
悼
錄
」
を
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③　

な
お
「
年

」
に
は
岳
陽
の
先
世
に
關
す
る
記
述
が
無
い
が
、岳
陽
の
系
圖
は
淸
水

慶
一
氏
が
「
大
瀧
山
輪
藏
廻
轉
記
」
等
に
基
づ
い
て
調
査
さ
れ
、h

ttp://gos.bu
t.jp/

sm
zkt.h

tm
 

に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

④　

原
文
で
は
「
土
器
銅
器
勾
、
玉
菅
玉
」
に
作
る
が
、「
土
器
銅
器
、
勾
玉
菅
玉
」
に

改
め
た
。

⑤　

原
文
で
は
「
三
十
年
十
月
五
日　

長
男
立
一
郞
生
ル
」
と
あ
る
が
、「
三
十
二
年
九

月
」
條
の
次
行
に
見
え
る
の
で
、「
三
十
二
年
十
月
」
の
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
。
い
ま

長
男
立
一
郞
の
生
年
を
明
治
三
十
二
年
に
繫
年
し
て
お
く
。

⑥　

原
文
は
「
朝
鮮
新
聞
社
ヲ
退
ク
」
に
作
る
。
朝
鮮
新
報
社
は
、明
治
四
十
一
年
に
社

名
を
朝
鮮
新
聞
社
に
變
更
し
て
誌
名
も
「
朝
鮮
新
聞
」
と
す
る
が
、こ
の
時
は
ま
だ
朝

鮮
新
報
社
で
あ
っ
た
の
で
「
朝
鮮
新
報
社
ヲ
退
ク
」
に
改
め
た
。

⑦　

原
文
で
は
「
四
十
二
年
五
月　

臺
中
廳
總
務
課
文
書
係
長
ヲ
命
ゼ
ラ
ル
」
條
の
次
に

見
え
る
が
、「
四
月
十
六
日
」
と
あ
る
の
で
順
序
を
入
れ
替
え
た
。

⑧　

原
文
に
月
日
無
し
。

⑨　

原
文
で
は
「
賞
興
」
に
作
る
が
、「
賞
與
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

⑩　

原
文
で
は
「
五
年
三
月　

紳
章
佩
用
者
經
歷
書
ヲ
編
纂
ス
」
條
の
次
に
見
え
る
が
、

「
二
月
」
と
あ
る
の
で
順
序
を
入
れ
替
え
た
。

⑪　

原
文
に
は
「
同
」
と
あ
る
の
み
で
月
日
の
記
載
が
無
い
が
、同
じ
四
月
に
繫
け
ら
れ

て
い
る
と
み
な
し
た
。

⑫　

原
文
に
は
「
同
」
と
あ
る
の
み
で
月
日
の
記
載
が
無
い
が
、同
じ
四
月
に
繫
け
ら
れ

て
い
る
と
み
な
し
た
。

⑬　

た
だ
總
督
府
の
履
歷
書
の
方
が
よ
り
詳
細
で
あ
り
、「
依
願
囑
託
ヲ
解
ク
」
等
の
解

囑
の
年
月
日
や
、「
月
手
當
八
十
五
圓
ヲ
給
ス
」
等
の
給
金
に
關
す
る
記
載
も
見
え
て

い
る
。
た
と
え
ば
「
年

」
の
「
大
正
四
年
二
月
」
の
項
に
「
臺
灣
蕃
匪
討
伐
ニ
關
ス

ル
文
書
ノ
勤
勞
ニ
就
キ
賞
與
ヲ
受
ク
」
と
あ
る
が
、總
督
府
の
大
正
十
四
年
履
歷
書
で

は「
仝
四
年
二
月
十
日　

臺
灣
蕃
匪
討
伐
ニ
關
シ
勤
勞
不
尠
ニ
依
リ
金
十
八
圓
ヲ
賞
與

ス
」
と
、
よ
り
詳
し
い
記
載
と
な
っ
て
い
る
。

⑭　

鷹
取
岳
陽
が
退
去
命
令
を
受
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、山
田
義
信
『
備
作
紳
士
列
傳

初
編
』（
精
文
堂
、
一
八
九
〇
）
に
「
君
亦
江
戶
退
居
者
ノ
一
人
ニ
シ
テ
嘗
テ
政
府
ノ

注
目
ス
ル
所
ト
ナ
リ
保
安
條
例
範
圍
中
ニ
入
ル
ノ
人
タ
リ
君
江
戶
逐
放
ノ
後
岡
山
ニ

歸
リ
中
山

氏
等
ト
謀
リ
岡
山
日
報
ナ
ル
新
文
紙
ヲ
興
セ
リ
今
ヤ
現
ニ
日
報
印
刷
者

タ
リ
」
と
見
え
て
い
る
。

⑮　

寺
崎
修
氏
に
據
れ
ば
、
こ
の
名
簿
は
現
在
國
立
公
文
書
館
が
所
藏
す
る
「
公
文
雜

纂
」
所
載
の
保
安
條
例
退
去
者
名
簿
で
あ
る
。
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⑯　

寺
崎
修
氏
は
「
高
知
縣
人
が
、
こ
の
よ
う
な
割
合
を
占
め
て
い
た
と
い
う
事
實
は
、

警
視
廳
が
こ
の
三
大
事
件
建
白
運
動
の
主
力
を
同
縣
人
と
み
な
し
、い
か
に
か
れ
ら
を

恐
れ
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

⑰　

林
包
明
（
一
八
五
二
―
一
九
二
〇
）
は
自
由
黨
幹
事
で
あ
り
、星
亨
ら
と
「
公
論
新

報
」
を
發
行
し
た
。
林
も
保
安
條
例
で
最
も
重
い
「
滿
三
ケ
年
」
の
退
去
處
分
を
受
け

て
い
る
。

⑱　

岳
陽
の
歸
鄕
に
つ
い
て
吉
崎
志
保
子
氏
は
、「
山
陽
鐵
道
未
だ
し
の
當
時
、
ど
の
よ

う
な
交
通
手
段
を
講
じ
て
故
鄕
に
歸
っ
た
か
分
か
ら
な
い
が
、と
も
か
く
岡
山
に
歸
っ

て
き
た
。和
氣
郡
香
登
村
の
名
望
家
で
あ
っ
た
楠
原
熊
男
が
警
察
の
連
絡
に
よ
り
身
柄

を
引
受
に
行
っ
た
、
と
い
う
話
を
熊
男
直
系
の
楠
原
淸
馬
氏
か
ら
聞
い
た
。（
中
略
）

こ
の
と
き
の
追
放
者
に
は
、
長
期
間
の
尾
行
が
つ
い
た
と
い
う
か
ら
、
鷹
取
も
例
外
で

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
記
し
て
お
ら
れ
る
。

⑲　

歸
鄕
後
の
岳
陽
の
動
向
に
つ
い
て
吉
崎
氏
は
、「
歸
鄕
は
二
一
年
（
一
八
八
八
）
一

月
早
々
と
思
う
が
、こ
の
年
の
鷹
取
の
動
向
は
少
し
く
わ
か
る
。
秋
に
は
大
阪
に
あ
っ

た
。
一
〇
月
一
四
日
、
全
國
の
有
志
大
同
團
結
を
掲
げ
て
、
大
阪
新
生
樓
に
大
懇
親
會

が
開
か
れ
た
。
集
ま
る
も
の
三
府
三
二
縣
の
同
士
三
八
五
人
、そ
の
來
會
人
名
に
岡
山

縣
人
は
中
山

を
先
頭
に
一
六
人
、鷹
取
田
一
郞
の
名
も
あ
る
。
こ
の
前
後
の
こ
と
は

「
植
木
枝
盛
日
記
」
に
も
詳
し
い
が
、
會
終
了
後
の
同
月
一
九
日
、
植
木
は
美
作
人
數

人
と
鷹
取
を
隨
行
と
し
て
大
阪
を
出
た
。
二
十
日
の
午
前
三
時
に
岡
山
三
蟠
に
着
き
、

午
後
か
ら
津
山
に
向
か
っ
て
い
る
。一
八
歲
の
少
年
鷹
取
の
名
は
そ
れ
き
り
出
て
こ
な

い
が
、
或
い
は
津
山
ま
で
同
行
し
た
と
も
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

⑳　

そ
の
他
、岳
陽
が
雜
誌
の
編
集
刊
行
に
も
關
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
吉
崎
氏
が
紹
介
さ

れ
て
い
る
。「
別
に
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
三
月
に
は
、『
文
明
の
花
』
と
い
う
雜
誌
を

編
輯
人
鷹
取
田
一
郞
、發
行
所
は
岡
山
榮
町
の
吉
田
書
房
と
し
て
創
刊
し
た
。（
中
略
）

選
評
者
に
石
坂
堅
壯
と
大
阪
に
い
た
山
本
梅
崖
が
當
た
っ
て
い
る
が
、二
號
と
三
號
に

は
西
毅
一
が
文
章
を
書
き
、
漢
詩
文
の
評
を
寄
せ
、
協
力
し
て
い
る
。」「
三
三
年
に
は

學
生
等
の
文
藝
雜
誌
『
叢
秀
』
を
支
援
し
、當
時
仲
の
惡
か
っ
た
岡
中
と
關
中
の
靑
年

文
士
の
間
を
調
整
し
て
岡
山
靑
年
文
學
會
結
成
の
黑
幕
と
な
っ
た
り
し
た
」
と
い
う
。

㉑　

總
督
府
の
明
治
四
十
四
年
履
歷
書
、
大
正
十
四
年
履
歷
書
も
と
も
に
兩
者
を
明
治

二
十
一
年
二
月
と
明
治
二
十
四
年
三
月
の
こ
と
と
し
て
い
る
。

㉒　
「
山
陽
新
聞
」
は
、
前
身
の
「
山
陽
新
報
」
と
「
中
國
民
報
」
と
が
合

し
て
「
山

陽
中
國
合
同
新
聞
」
と
な
り
（
一
九
三
六
）、
一
九
四
八
年
に
「
山
陽
新
聞
」
と
改
題

さ
れ
て
い
る
。

㉓　

立
川
陸
軍
飛
行
場
は
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
に
陸
軍
航
空
部
隊
の
施
設
と
し
て

開
港
さ
れ
た
が
、昭
和
初
期
に
は
民
間
空
港
と
し
て
も
利
用
さ
れ
て
い
た
。
木
津
川
飛

行
場
は
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
開
港
。

㉔　

以
下
、
引
用
す
る
臺
灣
詩
人
の
作
品
は
、「
全
臺
詩　

智
慧
型
全
臺
詩
知
識
庫
」

h
ttp://xdcm

.n
m
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/tw
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よ
り
引
用
す
る
。

㉕　

劉
克
明
に
つ
い
て
は
、
吳
鈺
瑾
『
島
民
、
新
民
與
國
民　

日
治
臺
籍
敎
師
劉
克
明

（
１
８
８
４
〜
１
９
６
７
）
的
同
化
之
道
』（
臺
灣
文
學
學
位
論
文
輯
刊
四
、秀
威
資
訊

科
技
、
二
〇
一
五
）
に
詳
し
い
。

㉖　

小
松
天
籟
の
「
送
岳
陽
仙
史
應
徴
之
西
京
」
詩
は
、「
應
徴
去
向
洛
東
天
、
咫
尺
紫

宸
開
講

。
曠
古
今
秋
登
極
典
、
待
君
鳴
盛
出
雄
篇
」
と
い
う
作
品
で
、
立
命
館
大
學

が
京
都
御
所
に
隣
接
し
て
い
る
こ
と
や
、昭
和
三
年
十
一
月
十
日
に
京
都
御
所
に
お
い

て
執
り
行
わ
れ
る
昭
和
天
皇
の
即
位
の
禮
の
こ
と
を
詠
み
込
ん
で
い
る
。

㉗　
「
主
點
式
」
は
「
例
へ
ば
六
立
主
雨
凌
冷
波
浪
（
中
略
）
等
、
苟
も
點
を
主
と
し
て

構
造
せ
る
も
の
を
收
め
、
こ
れ
を

式
の
第
一
と
爲
す
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


